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ス
ポ
ー
ツ

        

情
報
石岡運動公園
☎ 26-7210

八郷総合
運動公園
☎ 43-6884

県
内
研
修

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

10
月
９
日

い
こ
い
の
村
涸
沼

＊
男
子
の
部

優　

勝　

小
松
﨑　

忠

準
優
勝　

井
坂　

光
男

第
３
位　

狩
谷　

茂

＊
女
子
の
部

優　

勝　

狩
谷　

栄
子

準
優
勝　

関
根　

き
い
子

第
３
位　

内
田　

由
喜
子

石
岡
運
動
公
園 

多
目
的
広
場

優　

勝　

ポ
ロ
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

石
岡
フ
ァ
ザ
ー
ズ

第
３
位　

Ｖ
Ｄ
ソ
フ
ト

第
３
位　

園
西
ソ
フ
ト

秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

９
月
30
日

石
岡
運
動
公
園
・
八
郷
総
合
運
動
公
園

優　

勝　

小
幡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

準
優
勝　

杉
並
ラ
イ
オ
ン
ズ

第
３
位　

石
岡
ヤ
ン
キ
ー
ス

第
３
位　

石
岡
オ
リ
オ
ン
ズ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
杯 

野
球
大
会

10
月
６
・
８
日　

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

ダ
ブ
ル
ス
優
勝

レ
デ
ィ
ー
ス

　
　バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

10
月
７
日

八
郷
総
合
運
動
公
園
体
育
館

優　

勝　

瓦
会
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

準
優
勝　

吉
生
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
３
位　

つ
く
ば
ね
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
男
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
杯 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

10
月
14
日

八
郷
総
合
運
動
公
園
体
育
館

優　

勝　

府
中
エ
ン
ジ
ェ
ル

準
優
勝　

Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

10
月
20
日

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

＊
男
女
混
合
ダ
ブ
ル
ス

Ａ
ク
ラ
ス

優　

勝　

倉
持
・
綿
引
組

秋
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

10
月
21
日　

Ａ
ク
ラ
ス　

小
川
・
田
村
組

Ｂ
ク
ラ
ス　

塩
谷
・
森
組

Ｃ
ク
ラ
ス　

足
立
・
小
松
組

Ｄ
ク
ラ
ス　

須
賀
田
・
大
作
組

準
優
勝　

島
田
・
横
田
組

第
３
位　

福
岡
・
山
本
組

第
３
位　

高
野
・
岡
田
組

Ｂ
ク
ラ
ス

優　

勝　

遠
藤
・
真
鍋
組

準
優
勝　

横
井
・
平
野
組

第
３
位　

松
嶋
・
大
﨑
組

第
３
位　

鹿
内
・
安
藤
組

Ｃ
ク
ラ
ス

優　

勝　

荒
木
・
安
倍
組

準
優
勝　

横
地
・
酒
寄
組

第
３
位　

加
藤
・
金
丸
組

第
３
位　

高
橋
・
中
林
組

◆
公
用
車
【
プ
リ
ウ
ス 

２
台
】

＊
車
の
左
右
後
部
座
席
の
ド
ア
に
一

か
所
ず
つ
、
貼
り
付
け
に
よ
る
広
告

＊
色
彩
は
、
原
則
カ
ラ
ー

＊
掲
載
は
、
市
が
指
定
す
る
日
ま
で

※
広
告
掲
載
車
は
、
全
庁
で
使
用
す

る
稼
働
率
の
高
い
車
を
選
定
。

■
問
い
合
わ
せ

   

財
政
課

  

☎
２
３
・
１
１
１
１（
内
線
２
３
０
）

種
類

広
告
の
規
格

料　

金

（
１
枚
当
）

長
３

縦
40
㎜
×
横
90
㎜

（
最
大
４
広
告
）

10
円

角
２

縦
60
㎜
×
横
90
㎜

（
最
大
８
広
告
）

25
円

広
告
の
規
格

料　

金

（
１
か
月
当
）

縦
35
㎝
×
横
50
㎝

以
内

一
か
所

 　
５
０
０
０
円

　

市
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保
を
目

的
に
、
市
が
使
用
す
る
封
筒
と
公
用

車
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

◆
封
筒
【
１
０
０
０
枚
単
位
】

＊
封
筒
裏
面
に
、
単
色
（
黒
）
印
刷

＊
掲
載
は
、
封
筒
使
用
完
了
日
ま
で

※
広
告
を
掲
載
す
る
の
は
、
全
庁
共

通
の
送
付
対
象
者
不
特
定
の
封
筒
で

す
。

◆
募
集
締
切　

12
月
28
日
（
金
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  広告掲載車（プリウス）

広告

角２封筒

長３封筒

   広告掲載封筒

市
の
封
筒
・
公
用
車
に

広
告
を
掲
載
し
て

　

　
　
　み
ま
せ
ん
か

１３　 広報いしおか12月1日号  №１７２



健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
２
４
・
１
３
８
６　

ＦＡＸ
２
４
・
４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
４
３
・
６
６
５
５　

ＦＡＸ
４
４
・
１
４
９
２

★★

★★

　

健
康
づ
く
り

は
、
ま
ず
自
身
の

健
康
状
態
を
知

る
こ
と
が
大
切
で

す
。
40
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
で
、
ま
だ
健
診
を
受
け
て
い
な

い
人
は
、
４
月
に
発
行
し
た
「
特
定

健
康
診
査
受
診
券
」
で
、
医
療
機
関

で
の
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
忘
れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
特
定
健
康
診
査
の
結
果
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
が
必
要
な
人
に

は
「
特
定
保
健
指
導
利
用
券
」
を
発

送
し
て
い
ま
す
。
特
定
保
健
指
導

は
、
メ
タ
ボ
解
消
を
実
行
す
る
た
め

の
事
業
で
す
。
こ
の
機
会
に
自
分
で

で
き
る
健
康
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え

ま
し
ょ
う
。
忘
れ
ず
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

★
特
定
健
康
診
査
受
診
券

利
用
は
１
月
31
日
ま
で

★
健
診
結
果
を
活
用
す

る
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

健
診
を
受
け
た
後
、
そ
の
ま
ま
に

し
て
い
ま
せ
ん
か
。
健
診
は
、
受
け

て
終
わ
り
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
生

活
習
慣
改
善
を
始
め
る
ス
タ
ー
ト
の

時
で
す
。
健
診
結
果
か
ら
ど
ん
な
こ

と
が
わ
か
る
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
よ

り
健
康
に
な
れ
る
の
か
を
一
緒
に
考

え
ま
し
ょ
う
。
参
加
は
無
料
で
す
。

【
日
時
】
12
月
25
日
（
火
）　

・
午
後
１
時
～
３
時

【
会
場
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】
医
師
講
話
、
健
康
相
談

【
申
込
方
法
】
12
月
21
日
（
金
）
ま

で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た
は

直
接
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸け

い
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
コ
ー
ス
に
参
加
し
て

冬
太
り
、
冷
え
、
む
く
み
を
吹
き
飛

ば
し
ま
し
ょ
う
。参
加
は
無
料
で
す
。

【
対
象
】
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
以
上
の
人
や
、

健
康
診
査
結
果
で
保
健
指
導
対
象
に

な
っ
た
人

＊
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体
重（
㎏
）÷
身
長（
ｍ
）

÷
身
長
（
ｍ
）

＊
治
療
中
の
人
は
、
主
治
医
の
許
可

を
も
ら
っ
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
１
月
21
日
～
３
月
18
日
の

月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
全
８
回

・
午
後
１
時
～
３
時
30
分

【
場
所
】
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

【
申
込
方
法
】
１
月
10
日
（
木
）
ま

で
に
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
、

ま
た
は
窓
口
で
直
接
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
定
員
（
25
人
）
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

★
医
療
機
関
検
診
の
受
付

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

　

子
宮
頸
が
ん
や
乳
が
ん
検
診
の
医

療
機
関
検
診
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
で
受
診
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

発
行
期
限
は
１
月
31
日
ま
で
で
、
有

効
期
間
は
、
発
行
日
か
ら
１
か
月
間

で
す
。

　

乳
が
ん
検
診
を
希
望
す
る
場
合
は
、

医
療
機
関
に
電
話
予
約
を
し
て
か
ら

保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

★
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の

利
用
は
お
早
め
に

　

６
月
下
旬
に
「
が
ん
検
診
の
お
知

ら
せ（
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
在
中
）」を
、

対
象
者
に
郵
送
し
ま
し
た
。
ク
ー
ポ

ン
券
の
種
類
に
よ
っ
て
、
子
宮
頸
が

ん
・
乳
が
ん
・
大
腸
が
ん
の
検
診
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
利
用
く
だ

さ
い
。

　

大
腸
が
ん
検
診
は
、
申
し
込
み
後

に
検
査
容
器
を
郵
送
し
ま
す
。

【
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
】

・
２
月
28
日
（
木
）

　

ま
た
、期
限
切
れ
の
受
診
券
を
持
っ

て
い
る
場
合
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

期
限
の
延
長
が
で
き
ま
す
の
で
、
受

診
券
を
窓
口
に
持
参
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
推
進
事
業

★
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
は
済
み
ま
し
た
か

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
で
、

対
象
者
へ
の
費
用
助
成
は
、
12
月
末

日
接
種
分
ま
で

で
す
。
そ
れ
以

降
の
接
種
分
に

つ
い
て
は
、
助

成
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
く

だ
さ
い
。

【
助
成
対
象
者
・
接
種
場
所
】

●
高
齢
者
（
市
医
師
会
ま
た
は
県
医

師
会
加
入
の
医
療
機
関
）

①
65
歳
以
上
の
人
（
昭
和
22
年
10
月

１
日
以
前
生
ま
れ
の
人
）

②
接
種
日
現
在
で
65
歳
に
な
る
人

③
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
や
腎

臓
、
呼
吸
器
、
免
疫
機
能
な
ど
に
重

い
病
気
の
あ
る
人
（
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
所
持
者
）

●
小
児
（
市
医
師
会
加
入
の
医
療
機

関
）

④
１
歳
～
中
学
３
年
生
の
人
（
平
成

９
年
４
月
２
日
～
23
年
10
月
１
日
生

ま
れ
の
人
）

⑤
接
種
日
現
在
で
１
歳
に
な
る
人

①
④
…
予
診
票
な
ど
を
郵
送
済
み

②
③
⑤
…
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
手
続

き
が
必
要

【
助
成
費
用
】
２
０
０
０
円

※
助
成
対
象
者
で
生
活
保
護
世
帯
の

人
は
、
全
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。
保

健
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
く
だ
さ
い
。

【
助
成
回
数
】
１
回

【
助
成
期
間
】
10
月
１
日
～
12
月
末
日

※
12
月
中
の
接
種
に
関
し
て
は
、
医

療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
対
象
者
に
は
、
必
要
書
類
を
９
月

★
ダ
イ
エ
ッ
ト
コ
ー
ス

参
加
者
募
集
！
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●
12
月
12
日
（
水
）

　
　

国
府
地
区
公
民
館

●
12
月
28
日
（
金
）

　
　

イ
オ
ン
石
岡
店

・
午
前
10
時
～

　
　
　

午
後
０
時
15
分

・
午
後
１
時
30
分
～
４
時

【
演
題
】

「
お
口
の
健
康
か
ら
、
ア
ン
チ
エ
イ

ジ
ン
グ
・
グ
ッ
ド
エ
イ
ジ
ン
グ
」

【
講
師
】
千
葉
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

　
　
　

  

千
葉 

順
一
先
生

【
主
な
内
容
】

・
歯
周
病
や
虫
歯
と
全
身
の
病
気
と

の
か
か
わ
り

・
10
歳
若
返
る
口
腔
の
健
康
の
秘
訣

・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
に
つ
い
て

※
参
加
希
望
者
は
、
ま
ち
か
ど
情
報

セ
ン
タ
ー
（
☎
２
７
・
５
１
７
１
）
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★★

★★

★
ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き

教
室
の
参
加
者
募
集
！

＊
石
岡
地
区

【
日
時
】

・
12
月
５
日
（
水
）

・
午
後
１
時
～
１
時
20
分

※
２
歳
児
母
子
歯
科
健
診
と
同
時
に

実
施
し
ま
す
。

【
会
場
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

　

人
間
の
血
液
は
、

未
だ
人
工
的
に
造
っ

た
り
、
長
期
間
保
存
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
輸
血

に
必
要
な
血
液
を
常
時
確
保
す
る

た
め
に
は
、
絶
え
ず
誰
か
の
血
液

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
全
血
献
血

を
す
る
場
合
、
そ
れ
に
か
か
る
時

間
は
、
受
け
付
け
か
ら
採
血
後
の

休
憩
ま
で
入
れ
て
約
40
分
で
す
。

～
40
分
で
助
け
ら
れ
る　

　
　
　

命
が
あ
り
ま
す
～

そ
の
時
間
で
、
大
切
な
命
を
救
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

献
血
の
種
類
に
は
、
全
血
献
血

（
２
０
０
ml
・
４
０
０
ml
）
と
成
分

献
血
が
あ
り
ま
す
。全
血
献
血
と
は
、

血
液
中
の
全
て
の
成
分
を
採
血
す
る

こ
と
で
す
。
２
０
０
ml
献
血
は
16
歳

か
ら
可
能
に
な
り
、
そ
の
血
液
は
主

に
小
児
や
低
体
重
の
人
に
使
用
さ
れ

ま
す
。
医
療
機
関
か
ら
の
要
請
は
、

そ
の
90
％
が
４
０
０
ml
献
血
で
採
血

さ
れ
た
血
液
で
す
。
一
方
、
成
分
献

血
は
、
成
分
採
血
装
置
を
使
用
し
て

血
小
板
や
血

け
っ
し
ょ
う

漿
と
い
っ
た
特
定
の
成

分
だ
け
を
採
血
し
、
体
内
で
回
復
に

時
間
の
か
か
る
赤
血
球
を
再
び
体
内

に
戻
す
方
法
で
、
身
体
へ
の
負
担
が

軽
い
の
が
特
徴
で
す
。
成
分
献
血
は

現
在
、
献
血
ル
ー
ム
の
み
で
の
受
け

付
け
で
、
全
血
献
血
よ
り
多
少
時
間

が
か
か
り
ま
す
。

　

献
血
者
の
健
康
を
守
り
、
献
血
者

に
安
心
し
て
も
ら
う
た
め
、
献
血
に

は
、年
齢
や
体
重
、血
圧
な
ど
、様
々

な
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

献
血
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
旬
に
発
送
し
ま
し
た
。

＊
必
ず
し
も
接
種
を
受
け
る
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
。

＊
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
を
考
え

る
と
、
早
め
の
接
種
を
勧
め
ま
す
。

�今月のおすすめ�

★
小
学
生
対
象　

　

お
や
こ
の
食
育
教
室

　

食
生
活
改
善
推

進
員
主
催
で
、
お

や
こ
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
料

理
を
通
じ
て
家
族
の
絆
を
強
め
な
が

ら
、
作
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
大
切
さ

を
学
び
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
12
月
22
日
（
土
）　

・
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

【
対
象
者
】
市
内
在
住
の
小
学
１
～

６
年
生
の
親
子
（
子
ど
も
の
み
の
参

★
口
腔
の
健
康
を
歯
科

医
師
と
考
え
ま
し
ょ
う

★
パ
パ
マ
マ
ス
ク
ー
ル

を
実
施

【
日
時
】

・
12
月
８
日（
土
）

・
午
前
９
時
～

　
　
　
　

 

正
午

【
内
容
】
妊
娠
・

分
娩
の
経
過
、

呼
吸
法
・
補
助

動
作
、
母
乳
指

導
・
沐も

く
よ
く浴
指
導
、

妊
婦
体
験

【
場
所
】
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

【
申
込
方
法
】
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

★
献
血
に
協
力
を

口腔の健康

　

石
岡
歯
科
医
師

会
で
は
「
食
べ
る

喜
び
は
生
き
る
喜

び
」
を
テ
ー
マ
に
、
平
成
22
年
12
月

か
ら
翌
年
12
月
ま
で
、

①
そ
し
ゃ
く
と
身
体
の
健
康

②
訪
問
歯
科
に
つ
い
て

③
お
口
の
健
康
・
乳
幼
児
か
ら
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス

④
未
来
の
歯
科
医
お
よ
び
歯
科
治
療

の
講
話
を
行
い
、
好
評
を
得
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
年
度
も
、
口
腔
の
健
康

に
つ
い
て
さ
ら
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
、
講
話
（
全
２
回
）
を
計

画
し
ま
し
た
。
お
い
し
く
、
楽
し
く
、

健
や
か
に
〝
こ
れ
か
ら
〟
を
彩
る
た

め
に
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

●
第
５
回
（
第
６
回
は
３
月
予
定
）

【
日
時
】
12
月
９
日
（
日
）　

・
午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
場
所
】
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

加
も
可
）
先
着
15
組

【
場
所
】
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室

【
申
込
方
法
】
12
月
14
日
（
金
）
ま

で
に
、
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

ま
た
は
直
接
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
定
員
】
15
人

【
内
容
】歯
科
診
察
・
歯
み
が
き
指
導
・

フ
ッ
化
物
塗
布

【
対
象
】
フ
ッ
化
物
塗
布
を
希
望
す

る
未
就
学
児

※
受
け
付
け
は
、
随
時
行
っ
て
い
ま

す
。
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※ 希）希望価格（「くじ」の採用） ・ 予）予定価格 ・ 落）落札価格

  ■問い合わせ  契約検査課　☎ 23-1111（内線 263）

事　業　名 事業
場所 

落札金額
(単位 : 万円 )

請負業者 入札日

24 単・高浜
排水路整備工事 高浜

 希）     291
 予）     281
 落）     273

㈱宮本
工務店

10.10
24 道修第 10 号・
柿岡下宿地区
水路維持修繕工事

柿岡
 希）     166
 予）     157
 落）     156

㈲三輪
電機商会

24 単・市道 A1057 号線
路線測量委託 染谷

 希）     245
 予）     241  
 落）     227

㈲技研昭和

10.11

24 防災用備品
（ストーブ）購入

石岡
市役所

 予）     120
 落）  85.74

㈲シオタ
電器

24 エアコン取付業務
（石岡運動公園体育館）

南台
三丁目

34 番 1 号
 予）     120
 落）       84

㈲トチモト
電機商会

24自動車騒音
常時監視調査業務委託

府中
五丁目

 予）       90
 落）    52.5

一般社団法人
茨城県環境
管理協会

24 八郷地区
道路台帳補正業務委託

八郷地区
全域

 予）     238
 落）     220 ㈱ GIS 関東

24 石岡市防災マニュ
アル作成業務委託

石岡
市役所

 予）     479
 落）     298

㈱ゼンリン
つくば支店

24 瓦運搬及び土壌入替
業務委託

小見
1061番地

ほか
 予）     638
 落）     610 ㈲竹林組

10.16
24 ＢＲＴバス
シェルター設置工事

南台
二丁目・
三丁目

 希）     616
 予）     606
 落）     583

㈱鬼沢組

24 八郷中学校
外構整備工事

柿岡
3513 番地

2

 希）  9,890
 予）  9,672
 落）  9,390

市村土建㈱

10.26

24 単・市道 A5641号線
軟弱地盤改良工事 高浜

 希）  7,340
 予）  7,046
 落）  6,965

東亜興業㈱

24 国補公下石岡第 1
中継ポンプ場 機械電気
設備更新 第 1 号工事

国府
七丁目

 希）  4,200
 予）  4,141
 落）  3,950

昱㈱
茨城支店

24 八郷中学校
屋外トイレ建設工事

柿岡
3513 番地

2

 希）  2,680
 予）  2,629
 落）  2,500

常洋建設
工業㈱

24 国補単独合併
簡易水道統合整備工事
第 12 号

三村
 希）  1,840
 予）  1,749
 落）  1,740

㈱長谷川
工務店

事　業　名 事業
場所 

落札金額
(単位 : 万円 )

請負業者 入札日

24 国補単独合併
簡易水道統合整備工事
第 13 号

三村
 希）     954
 予）     912
 落）     896

㈲脇谷設備

H24

10.10

24 国補単独合併
簡易水道統合整備工事
第 14 号

三村
 希）     790
 予）     781
 落）     740

㈱小貫工業

24 避難所標識
設置工事

総社
一丁目

2 番 10 号
ほか34か所

 希）     685
 予）     655
 落）     650

興民建設㈱

24 柏原分署訓練塔
屋外階段塗装

鹿の子
四丁目

5 番 3 号
 予）     110
 落）       75

武居
塗装工業㈱

23 国補特環
マンホールポンプ設置
第 4 号工事

宇治会
 希）  1,246
 予）  1,211
 落）  1,180

㈱進貢

23 国補特環
マンホールポンプ設置
第 3 号工事

下林
 希）  1,190
 予）  1,136
 落）  1,110

斎藤商事㈱

24 東成井第 1 地区
農業集落排水処理施設
修繕

東成井  予）     699
 落）     598 中沢機工㈱

24 単・市道 B101 号線-4
舗装工事 吉生

 希）  1,193
 予）  1,176
 落）     970

市村土建㈱

24 道修第 8 号・
市道 B4276 号線
道路維持修繕工事

大増
 希）     362
 予）     346
 落）     342

㈱大場
工務店

24 交安市道 B2322 号線
交通安全対策工事 小幡

 希）     349
 予）     339
 落）     329

㈱よしみ

24 単・市道 A0101 号線
道路改良工事 半ノ木

 希）  1,222
 予）  1,170 
 落）  1,160

㈱キンダイ

24 単・市道 B213 号線
道路改良工事 下林

 希）     678
 予）     649 
 落）     638

㈲イイムラ

24 恋瀬農集排
第 031 号 管渠工事 大塚

 希）     620
 予）     603
 落）     586

㈱大場
工務店

24 道修第 7 号・
市道 B6382 号線
道路維持修繕工事

東成井
 希）     253
 予）     244
 落）     236

㈲山田土建

24 単・市道 A6257号線
舗装補修工事 三村

 希）     178
 予）     173
 落）     167

鈴木機工㈱

24 単・大砂
排水路整備工事 大砂

 希）     372
 予）     364 
 落）     356

㈲磯設備
工業

24 道修第 9 号・
菖蒲沢地区
水路維持修繕工事

菖蒲沢
 希）     344
 予）     338
 落）     325

㈲関工業

10 月の入札結果10 月の入札結果
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生涯学習課

時
憶記
の

シリーズ 85

☎43-1111（内線1233）

瓦
塚
特
集

　

平
成
23
年
度
の
成
果
①

常
陸
国
分
寺

　
　建
設
以
前
の
窯か
ま
あ
と跡

　

平
成
23
年
12
月
か
ら
今
年
６
月
に

か
け
て
、
八
郷
地
区
部
原
に
あ
る
瓦

塚
窯
跡
の
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
今
月
か
ら
数
回
に
わ
た
り
、
そ

の
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

　全
国
的
に
最
大
規
模
の

　
　

    

八
郷
地
区
の
瓦
窯
跡

　

今
回
の
調
査
で
新
た
に
７
基
の
瓦

窯
跡
が
確
認
で
き
、
瓦
塚
に
残
る
窯

跡
の
合
計
は
31
基
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
香
川
県
三み

と
よ
し

豊
市
の
宗む
ね
よ
し吉

瓦が
よ
う窯
の
24
基
、
埼
玉
県
鳩
山
町
の

新し
ん
ぬ
ま沼

窯
跡
26
基
な
ど
と
並
び
、
瓦
を

焼
い
た
窯
跡
と
し
て
は
、
全
国
的
に

も
最
大
規
模
の
窯
跡
と
な
り
ま
す
。

　

　常
陸
国
分
寺

　
　

  

建
設
以
前
か
ら
の
操
業

　

今
回
の
調
査
の
大
き
な
成
果
は
、

常
陸
国
に
国
分
寺
が
で
き
る
以
前
の

８
世
紀
前
半
に
、
操
業
し
て
い
た
窯

跡
が
確
認
で
き
た
こ
と
で
す
。

　

こ
の
窯
跡
で
、
須す

え

き
恵
器
が
２
層
に

わ
た
っ
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
須
恵

器
と
は
、
窯
で
焼
か
れ
た
少
し
高
級

な
硬
質
の
土
器
で
す
。
最
下
層
か
ら

出
土
し
た
一
番
古
い
遺
物
か
ら
は
須

恵
器
の
み
が
、
そ
の
上
の
層
か
ら

は
須
恵
器
と
瓦
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
瓦
は
、
国
分
寺
の
瓦
と

は
異
な
る
技
法
で
作
ら
れ
て
い
て
、

茨ば
ら
き
は
い
じ

城
廃
寺
か
ら
出
土
す
る
よ
う
な
瓦

で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
瓦
塚
で
操
業
が

始
ま
っ
た
当
初
は
、
周
辺
地
域
に
土

器
を
供
給
す
る
目
的
で
あ
っ
た
も
の

が
、
茨ば

ら
き
ぐ
ん

城
郡
の
寺
院
で
あ
る
茨
城
廃

寺
に
も
瓦
を
供
給
す
る
役
目
を
担
う

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　　

窯
跡
の
特
徴

　

窯
跡
の
様
子
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
写
真
１
は

現
在
、
瓦
塚
で
常
時
見
学
で
き
る
比

較
的
新
し
い
時
期
（
10
世
紀
ご
ろ
）

の
窯
跡
で
す
。
奥
に
あ
る
大
き
な
穴

が
窯
の
焚た

き
ぐ
ち口
で
す
。
そ
の
手
前
に
は

失
敗
し
た
瓦
を
廃
棄
し
た
り
、
作
業

場
と
な
る
大
き
な
「
前ぜ

ん
て
い
ぶ

庭
部
」
が
窯

に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
古
い
窯
跡
は
高
い
ほ
う
に

新
た
に
作
ら
れ
た
窯
に
破
壊
さ
れ
て

い
た
た
め
、
写
真
２
で
は
分
か
り
に

く
い
で
す
が
、
規
模
の
小
さ
い
も
の

で
し
た
。

　

ま
た
前
者
は
、
大
き
く
山
の
斜
面

を
カ
ッ
ト
し
て
作
業
場
と
し
て
の
平

坦
面
を
確
保
し
て
い
る
の
に
対
し
、

後
者
の
平
坦
面
は
狭
く
、
失
敗
し
た

瓦
や
土
器
を
山
の
斜
面
か
ら
投
げ
捨

て
る
よ
う
に
操
業
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
比
較
的
古
い
窯
跡
に
み
ら
れ

る
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　国
分
寺
の
創
建
と

　
　

  

瓦
塚
窯
跡
の
つ
な
が
り

　

で
は
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
窯
跡
は

い
つ
の
時
点
で
成
立
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。
実
は
、
こ
の
タ
イ
プ
の
窯
跡

は
国
分
寺
創
建
期
（
８
世
紀
中
頃
）

の
瓦
を
焼
い
た
と
さ
れ
る
松
山
瓦
窯

（
か
す
み
が
う
ら
市
）
で
、
最
初
に

確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
松
山
瓦

窯
で
は
、
５
基
の
窯
が
一
群
と
な
っ

て
操
業
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国

分
寺
を
建
設
す
る
に
あ
た
り
、
大
量

の
瓦
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
国
分
寺
創
建
以
前
は
、

比
較
的
狭
い
作
業
場
で
小
さ
い
規
模

で
操
業
し
て
い
た
も
の
が
、
国
分
寺

を
建
設
す
る
に
あ
た
り
、
大
き
な
作

業
場
を
持
つ
窯
で
大
規
模
に
操
業
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分

か
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、
国
分
寺
創

建
期
の
軒

の
き
ま
る
が
わ
ら

丸
瓦
と
軒
の
き
ひ
ら
が
わ
ら

平
瓦
は
、
そ
の

文も
ん
よ
う様
の
祖
形
を
平
城
京
に
求
め
ら
れ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
、
当
時
の
国
司
が
都
か

ら
常
陸
国
に
派
遣
さ
れ
る
に
当
た

り
、
国
分
寺
に
葺ふ

く
瓦
の
笵は
ん
が
た型
と
と

も
に
棟
梁
と
な
る
よ
う
な
工
人
も

伴
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
こ

と
が
、
常
陸
国
の
瓦
窯
の
操
業
形
態

に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

天
平
13
（
西
暦
７
４
１
）
年
、
聖

武
天
皇
に
よ
り
国
分
寺
と
国
分
尼
寺

を
全
国
に
建
設
す
る
詔

み
こ
と
の
りが
発
せ
ら

れ
ま
す
。
そ
の
勅
命
が
確
実
に
常
陸

国
ま
で
届
き
、
国
府
を
支
え
る
工
場

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が

証
明
さ
れ
ま
し
た
。

◀写真 2
古い窯跡

⬅焚口

▲
前庭部

焚口➡

◀写真 1
新しい時
期の窯跡
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ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

開
館
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
８
時　

休
館
日
：
木
曜
日

　

石
岡
市
国
府
３
─１
─16　
　

問
い
合
わ
せ　

☎
２
７
・
５
１
７
１

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
（
向
か
い
側
）・

臨
時
駐
車
場
（
土
橋
通
り
）
を

利
用
く
だ
さ
い
。

日
時 

毎
月
第
３
土
曜
日  

午
前
11
時
～
午
後
３
時

場
所 

香
丸
・
中
町
・
御
幸
通
り
の
参
加
店
前
、

　
　

  

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

　

中
心
街
の
店
先
を
借
り
て
、趣
味
の
手
作
り
品
、

園
芸
品
な
ど
を
展
示
販
売
。
新
鮮
野
菜
の
Ｋ
マ
ル

シ
ェ
参
加
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
大
歓
迎
。

　

参
加
者
募
集
中
で
す
。

「
サ
ン
ド
市
」　

   

　
今
月
は
15
日
（
土
）
開
催
！

ま
ち
を
歩
い
て
、
出
会
っ
て
、

          

美
味
し
い
物
を
食
べ
て
元
気
に
な
る

 

＊
12
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＊
　

　

折
り
紙
教
室　

22
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

　

育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）

　
　
　
　
　
　

   

毎
週
火
曜
日 

午
前
10
時
30
分
～

　

心
と
体
の
健
康
相
談
／
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会

 　

                  　
毎
週
水
曜
日 

午
前
10
時
～

　

日
本
語
教
室　

 

毎
週
金
曜
日 

午
前
10
時
～

　

ち
り
め
ん
小
物  

第
１
、３
土
曜
日 

午
後
１
時
～

　まちかど情報セ
ンターでは、今話
題のブランドス
イーツ「いしおか
サンド」を各店日
替わりで販売して
います。

いしおかサンド
好評販売中

受
講
生
募
集

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士

　
　
　
　
　
　
　
　

３
級
養
成
講
習
会

　

介
護
予
防
を
進
め
る
た
め
、
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
３
級
を

養
成
す
る
地
域
の
高
齢
者
向
け
の
講

習
会
で
す
。

　

全
日
程
を
受
講
し
た
人
に
は
「
修

了
証
書
」
が
交
付
さ
れ
、
地
域
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
践
者
と
し
て
、

介
護
予
防
・
リ
ハ
ビ
リ
の
知
識
や
体

操
の
普
及
を
促
進
し
て
も
ら
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
人
員　

30
人

◆
申
し
込
み
資
格
　
次
の
す
べ
て
の

要
件
を
満
た
す
人

①
市
内
在
住
の
人

②
常
勤
の
職
に
就
い
て
い
な
い
人

③
50
歳
以
上
の
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
60
歳
以

上
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

④
講
習
会
の
全
日
程
に
参
加
で
き
る

人◆
受
講
料　

無
料

◆
申
込
期
間

12
月
４
日
（
火
）
～
１
月
７
日
（
月
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

開催日 会場 時間

1 月 29 日（火） 健康プラザ
（水戸市）

午前 9 時 45 分～
　　　　午後 4 時

2 月 1 日（金）

ふれあいの里
石岡　ひまわ
りの館

午前 10 時～
　　　　午後 4 時

2 月 6 日（水）

2 月 8 日（金）

2 月 13 日（水）

2 月 15 日（金）

2 月 20 日（水）

2 月 25 日（月） 健康プラザ
（水戸市）

午前 9 時 45 分～
　　　　午後 4 時

◆講習会日程・開催場所

※ 1 月 29 日、2 月 25 日は、公用バスで送迎
します。
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石岡市歯科医師会による
第 5 回 歯と口腔の健康講話

「お口の健康から、アンチエイジング・
グッドエイジング」
日時　12月9日（日）午後1時30分～3時
講師　千葉歯科クリニック 千葉順一先生

歴史講演
「石岡の歴史的景観の魅力」 

―ルネッ散歩から見えるもの― 
日時　12 月 23 日（日）午後 2 時～ 
講師　長谷川 功氏（ルネッ散歩案内人）

年末年始の休館について
12 月 27 日（木）～ 1 月 4 日（金）

「石岡の風と土・写真展パートⅣ」
　  ―JAZZ の普段着写真館―
　ブログで石岡の情報を
発信している JAZZ さんが
撮った、今回で４回目と
なる「人・まち・まつり・
風景」の写真展。
日時　12 月 15 日（土）　
　　　　   ～ 22 日（土）

ギャラリー

「日本和紙（ちぎり絵）展」
日時　11 月 30 日（金）～
      12 月 8 日（土）午後 2 時



　

湖
北
水
道
企
業
団
で
は
、
水
道
の

普
及
率
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
新

規
の
水
道
加
入
者
を
対
象
に
、
水
道

加
入
金
の
減
免
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

特
に
、
自
家
水
な
ど
か
ら
湖
北
水

道
の
上
水
道
に
切
り
替
え
る
場
合
は
、

減
免
額
が
最
大
で
８
万
４
０
０
０
円

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、ぜ
ひ
加
入
く
だ
さ
い
。

▼
減
免
対
象
者　

平
成
25
年
３
月
31

日
ま
で
の
新
規
水
道
加
入
者

※
口
径
の
変
更
は
、
対
象
外
で
す
。

▼
対
象
用
途　

一
般
家
庭
用
他

▼
対
象
区
域

　

湖
北
水
道
企
業
団
の
給
水
区
域

▼
減
免
額　

最
大
８
万
４
０
０
０
円

▼
減
免
の
申
請
方
法

　
「
湖
北
水
道
企
業
団
水
道
事
業
に

お
け
る
加
入
金
の
特
別
措
置
に
関
す

　

朗
読
Ｃ
Ｄ
と
は
、
小
説
や
エ
ッ
セ

イ
を
、
俳
優
や
ナ
レ
ー
タ
ー
が
朗
読

し
た
も
の
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
で
す
。

　
「
本
を
読
む
時
間
が
な
い
」
と

い
う
人
、
ド
ラ
イ
ブ
や
寝
る
前
の

ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
に
、
ぜ
ひ
お
試

し
く
だ
さ
い
。

●
民
話

小
江
戸
の
民
話
・
秩
父
路
の
民
話
・

大
江
戸
の
民
話　
　
　

  

市
川 

栄
一

●
時
代
小
説

紅
梅
・
山
梔
子
・
万
両  

安
西 

篤
子

安
穏
河
原
・
早
梅
記
・
椿
山　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

乙
川 

優
三
郎

の
ぼ
り
う
な
ぎ
・
節
分
か
れ
・
蒼
龍
・

い
っ
ぽ
ん
桜　
　
　
　

  

山
本 

一
力

報
復
・
思
い
違
い　
　

  

藤
沢 

周
平

お
千
代　
　
　
　
　

  

池
波 

正
太
郎

●
小
説

薪
能　
　
　
　
　

        

立
原 

正
秋

グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
の
城　
　

  

辻 

仁
成

海
の
短
篇
集
・
人
の
短
篇
集　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

原
田 

宗
典

初
夜
・
お
ぼ
し
め
し
／
そ
い
ね 

・
わ

図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
12
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
１
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

《
12
月
の
お
は
な
し
会
》

・
15
日
（
土
）
午
前
10
時
～

中
央
公
民
館

《
12
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
８
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も

30
分
ぐ
ら
い
で
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
、
お
出
で
く
だ
さ
い
。

☎
２
４
・
１
５
０
７

《
映
画
会
『
忍
た
ま
乱
太
郎
』

（
実
写
版
）
～
入
場
無
料
～
》

《
新
着
朗
読
Ｃ
Ｄ
》

　

12
月
29
日
（
土
）
か
ら
１
月
４
日

（
金
）
ま
で
、
年
末
年
始
の
た
め
休

館
に
な
り
ま
す
。

　

休
館
中
に
本
な
ど
を
返
却
す
る
場

合
は
、図
書
館
の
玄
関
脇
に
あ
る「
返

却
ポ
ス
ト
」
を
利
用
く
だ
さ
い
。
た

【休　館　日】

  ３・ 10
 17・24    
 29 ～ 31

12 月 １ 月
  1 ～ 4
  7・14
15・21 
28・31

く
ら
ば
／
や
ど
ろ
く 

・
と
ん
か
つ
／

じ
ね
ん
じ
ょ　
　
　
　

  

三
浦 

哲
郎

胸
の
香
り
／
夜
桜   　
　

   

宮
本 

輝

　

映
画
会
を
開
催
し
ま
す
。
誰
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出
で

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
12
月
15
日
（
土
）

・
午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
20
分

【
場
所
】
３
階
読
書
室　

※
午
前
10
時
か
ら
、
２
階
視
聴
覚
室

で
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
は
な
し
会
も
開

催
し
ま
す
。

《
12
月
29
日
～
１
月
４
日
は

　
　
　

年
末
年
始
の
休
館
》

だ
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
や
カ
セ
ッ
ト
・

Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
付
き
の
図
書
は
、
壊

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
返
却

ポ
ス
ト
に
入
れ
ず
に
開
館
日
に
直
接

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
返
却
く
だ
さ
い
。

　

理
解
の
う
え
、
協
力
願
い
ま
す
。

※
中
央
公
民
館
・
東
地
区
公
民
館
・

城
南
地
区
公
民
館
の
図
書
室
は
、
12

月
28
日
（
金
）
か
ら
１
月
４
日
（
金
）

ま
で
休
室
に
な

り
ま
す
。

る
減
免
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）」

と
「
給
水
装
置
工
事
申
請
書
」
を
、

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
を
通
し

て
企
業
団
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
減
免
申
請
書
は
、
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
が
備
え
て
い
ま
す
。

▼
条
件

・
減
免
額
の
該
当
区
分
に
よ
り
、
給

水
開
始
後
、
継
続
し
て
６
年
間
は
、

湖
北
水
道
企
業
団
の
水
道
を
利
用
す

る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

※
所
有
権
や
使
用
権
な
ど
を
移
転
し

た
場
合
も
同
様
で
す
。

◉
詳
し
く
は
、
湖
北
水
道
企
業
団

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
す
る
か
、

電
話
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

湖
北
水
道
企
業
団 

業
務
課

☎
２
４
・
３
２
３
２

　

 http://w
w

w.kohoku.org/

HP

湖北水道企業団

●
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の

　
　
　
　
　
　

新
規
加
入
者
対
象

水
道
加
入
金

最
大
８
万
４
０
０
０
円

が
減
免
に
！
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か
が
や

き
の　
未来を拓

ひひ

く　男 ひひ
ひ
女 ひ
ひハ ー モ ニ ー コ ー ナ ー 

◆問い合わせ
消費生活センター（市役所内）
月～金曜日（祝日除く）
午前 10 時～正午
午後１時～４時 30 分
☎ 22-2950

な
ぜ
起
き
る
？

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）

日
時　

12
月
13
日
（
木
）

　
　
　

12
月
27
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時　

場
所　

市
役
所
１
階 

相
談
室

＊
相
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当  

  　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
２
２
２
）

　

離
婚
・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
・
家

庭
の
悩
み
な
ど
、
女
性
の
抱
え
る

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
専
門
の
相

談
員
が
、
相
談
者
が
自
ら
の
力
で
解

決
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

【
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
】

女
性
の
た
め
の
困
り
ご
と
相
談

生活ホットライン

第
２
回
さ
わ
や
か
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ミ
ナ
ー
開
催
！

　

第
２
回
の
さ
わ
や
か
ハ
ー
モ
ニ
ー

セ
ミ
ナ
ー
は
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
に
悩
む
女
性

や
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト

「
ら
い
ず
」
理
事 

城
倉
純
子
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、
開
催
し
ま
す
。

　

大
学
女
性
協
会
茨
城
支
部
が
行
っ

た
、
県
内
の
大
学
、
専
門
学
校
、
消

防
学
校
に
通
う
18
～
26
歳
の
若
者
を

対
象
と
す
る
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
実
態
や

男
女
共
同
参
画
全
般
に
対
す
る
意
識

調
査
の
結
果
や
「
ら
い
ず
」
で
の
Ｄ

Ｖ
被
害
者
の
支
援
お
よ
び
サ
ポ
ー
ト

経
験
を
通
し
て
、
Ｄ
Ｖ
を
考
え
て
い

き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
参
加

く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

平
成
25
年
１
月
27
日
（
日
）　

　

午
後
２
時
～
４
時　

◆
場
所

　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り

の
館 
介
護
研
修
室

　
（
大
砂
１
０
５
２
７
―６
）

◆
入
場
料　

無
料

◆
定
員　

35
人

　

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

◆
申
込
方
法　

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
２
２
）

　

師
走
は
、
車
の
ト
ラ
ブ
ル
や
高
齢

者
の
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
る
時
期

で
す
。
事
例
を
知
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

☜
車
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

　

師
走
は
、
車
で
出
掛
け
る
機
会
が

増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
（
一
般
社
団
法
人
日

本
自
動
車
連
盟
）
の
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ

ス
に
救
援
依
頼
の
要
請
が
あ
っ
た
内

容
で
40
％
強
を
占
め
た
の
が
「
バ
ッ

テ
リ
ー
ト
ラ
ブ
ル
」
で
す
。

【
バ
ッ
テ
リ
ー
ト
ラ
ブ
ル
を

　

予
防
す
る
た
め
の
点
検
と
は
？
】

・
バ
ッ
テ
リ
ー
の
液
量
な
ど
、
状
態

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
の
テ
ス

タ
ー
で
計
測
し
て
も
ら
う
。

・
バ
ッ
テ
リ
ー
は
消
耗
品
な
の
で
定

期
的
に
交
換
す
る
。

※
最
近
の
バ
ッ
テ
リ
ー
は
性
能
が
良

く
な
り
、
現
象
が
現
れ
ず
一
気
に
悪

く
な
る
事
が
あ
る
た
め
定
期
的
な
点

検
が
必
要
で
す
。

【
キ
ー
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
と
は
？
】

・
電
子
キ
ー
が
普
及
し
、
キ
ー
の
存

在
を
意
識
し
な
く
な
っ
た
事
で
、
鞄

か
ば
ん

に
キ
ー
を
入
れ
っ
ぱ
な
し
に
し
た

り
、
車
内
に
置
い
た
ま
ま
ロ
ッ
ク
し

た
り
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

・
電
子
キ
ー
の
電
池
切
れ
に
よ
り
、

エ
ン
ジ
ン
始
動
が
で
き
な
く
な
る
。

◇
日
々
の
心
が
け
が
大
切
で
す

　

右
以
外
の
ト
ラ
ブ
ル
で
も
、
普
段

か
ら
取
扱
説
明
書
に
目
を
通
す
こ
と

を
「
心
が
け
る
」
事
で
ト
ラ
ブ
ル
の

拡
大
を
回
避
し
、
自
力
で
解
決
で
き

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

☜
高
齢
消
費
者
の

　
　
　財
産
被
害
に
注
意
！

　

高
齢
者
の
財
産
被
害
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

　【事
例
①
】
未
公
開
株
、
自
社
株
、

投
資
フ
ァ
ン
ド
な
ど
、
高
金
利
を
う

た
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
郵
送
し
、

後
日
、
電
話
勧
誘
で
人
数
限
定
の
商

品
で
あ
る
か
の
よ
う
に
契
約
を
急
が

せ
る
。

【
事
例
②
】
身
内
を
装
っ
た
者
が
窮

地
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
電
話
し
、

お
金
を
要
求
し
た
後
、
相
手
が
混
乱

し
て
い
る
間
に
金
銭
の
や
り
と
り
を

進
め
て
し
ま
う
。

【
事
例
③
】
銀
行
員
や
警
察
官
を
装

い
巧
み
な
言
葉
で
高
齢
消
費
者
に
近

づ
き
、
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

の
提
出
を
求
め
て
、
お
金
を
引
き
出

し
て
し
ま
う
。

　

い
ず
れ
も
真
実
味
を
持
た
せ
る
た

め
、
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
身
分

（
警
察
官
、会
社
の
上
司
）を
名
乗
り
、

様
々
な
役
割
（
有
望
な
会
社
で
あ
る

と
説
明
す
る
人
や
証
券
会
社
の
者
で

直
接
商
品
は
購
入
で
き
な
い
立
場
な

ど
）
を
持
っ
て
、
消
費
者
に
近
づ
き

信
用
さ
せ
る
手
法
を
使
い
ま
す
。
お

金
を
振
り
込
ん
で
し
ま
う
と
連
絡
が

取
れ
な
く
な
り
、
被
害
救
済
は
絶
望

的
に
な
り
ま
す
。

◇
一
人
で
悩
ま
ず
に
、ま
ず
相
談
を
！

　

大
金
を
要
求
さ
れ
た
り
、
お
金
の

引
き
渡
し
を
急
が
さ
れ
た
時
は
あ
わ

て
ず
、
先
ず
周
り
の
人
や
公
的
機
関

（
警
察
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
に
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

いよいよ師走！
車や金銭トラブルに注意！
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俚　
　

謡　国　

府　

篠
原
美
千
代

何
処
で
果
て
る
か　

あ
て
ど
も
無
く
て

　

姿
淋
し
い　

秋
の
蝶

国　

府　

大
西　

和
子

骸む
く
ろ幾

度
も　

踏
み
つ
け
ら
れ
て

　

蝉
の
一
生　

終
え
て
秋

下　

林　

額
賀　

力
江

萎し
ぼ

み
か
か
っ
た　

ゴ
ム
風
船
が

　

戯じ
ゃ

れ
て
初
秋
の　

風
に
舞
う

下　

林　

加
藤　

弥
生

秋
の
夜
長
に　

奏
で
る
虫
の

　

冴
え
た
音
色
に　

忍
ぶ
宵

府　

中　

小
川
野　

蛙

茜
色
か
ら　

群
青
色
に

　

う
つ
る
山
の
端　

秋
の
空

若　

松　

川
崎　

洋
子

暑
い
こ
の
夏　

気
持
ち
も
萎
え
た

　

軒
の
葦よ

し
ず簀

も　

ひ
と
り
言

石　

岡　

東　

辻
が
華

ド
ド
ン
ト
ン
ト
ン　

幼
な
児
叩
く

　

爺
が
手
を
貸
す　

秋
ま
つ
り

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

黒
部
ダ
ム
か
ら　

吐
き
出
す
水
の

　

し
ぶ
き
光
っ
て　

虹
の
橋

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

ひ
と
り
病
棟　

窓
辺
の
月
が

　

癒
す
心
の　

秋
夜
中

石
岡　

貝
泉
庵
八
十
路

み
ん
な
知
っ
て
る　

イ
ジ
メ
の
現
場

　

口
を
閉
ざ
し
て　

秋
の
月

　

清
盛
夫
人
の
秘
密

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
田　

昇
三

　

平
家
が
壇
ノ
浦
で
滅
び
た
際
に
田

口
成
能
と
い
う
武
士
が
源
氏
に
内
通

し
て
い
た
。
副
将
の
知と
も
も
り盛
が
斬
ろ
う

と
し
た
が
総
大
将
の
宗
盛
は
許
さ

ず
、
そ
の
為
に
様
子
が
敵
方
に
知
れ

て
し
ま
っ
た
。
知
盛
は
御
座
船
を
掃

除
し
最
後
の
下げ

ち知
を
し
て
命
を
絶
っ

た
。
宗
盛
は
家
臣
に
海
へ
突
き
落
さ

れ
、
源
氏
に
助
け
ら
れ
て
捕
虜
と
な

り
恥
を
さ
ら
し
て
か
ら
斬
ら
れ
た
。

　

平
時
子
は
最
後
の
時
に
「
宗
盛
は

清
盛
公
の
子
で
は
な
い
…
」
と
出
生

の
秘
密
を
漏
ら
し
た
。
重
盛
を
生
ん

だ
高た
か
し
な階
氏
の
後
に
高た
か
む
ね棟
流
平
氏
か
ら

嫁
い
だ
時
子
は
、
清
盛
か
ら
「
平
氏

の
血
を
伝
え
る
為
に
男
児
を
産
め
！
」

と
厳
命
さ
れ
て
い
た
が
、
生
ま
れ
た

の
は
女
児
で
あ
っ
た
。
同
じ
頃
に
生

ま
れ
た
職
人
の
子
を
強
引
に
交
換
さ

せ
、
秘
密
を
守
ら
せ
た
と
い
う
。

　
「
当
然
だ
が
、
重
盛
の
よ
う
な
人
物

で
は
な
か
っ
た
」
と
、
安
徳
天
皇
を

抱
い
て
海
に
飛
び
込
む
前
に
周
囲
の

者
に
愚
痴
を
こ
ぼ
し
た
ら
し
く
、
秘

密
を
聞
い
た
者
は
生
き
て
い
な
い
筈

だ
っ
た
が
、
助
け
ら
れ
た
女
官
な
ど

も
い
る
か
ら
秘
密
が
後
世
に
洩
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。時
子
は
武
士
ら
し
か
っ

た
が
兄
の
時
忠
は
源
義
経
に
諂
へ
つ
らっ
て

何
と
か
助
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。
北

総　

社　

山
口
美
津
子

夕
焼
を
使
い
果
た
し
て
野
良
着
脱
ぐ

東
光
台　

野
村　

洋
子

針
山
に
夜
な
べ
の
母
の
木
綿
針

若　

松　

石
塚　

た
か

大
男
目
高
五
匹
を
買
っ
て
ゆ
く

井　

関　

坂
本　

ふ
く

有
り
余
る
青
空
見
上
げ
雨
蛙

三　

村　

今
泉　

し
げ

浅
き
夢
覚
ま
す
秋
蚊
の
羽
音
か
な

泉　

町　

石
神　

秋
羅

癌
な
の
と
さ
ら
り
と
言
え
し
み
ど

り
の
日

瓦　

谷　

石
田　

清
美

小
鳥
来
て
孫
も
一
緒
に
ぱ
ぴ
ぷ
ぺ
ぽ

瓦　

谷　

鈴
木　

浦
子

菊
薫
る
供
華
も
新
し
親
子
句
碑

宇
治
会　

秋
山　

享
弘  

文
化
祭
廃
校
後
の
大
銀
杏

　
　
　
　

     

瓦　

谷　

谷
嶋　

楽
昇

文
化
の
日
碧
天
に
映
ゆ
日
章
旗

文
芸
い
し
お
か

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

条
政
子
の
よ
う
に
、
清
盛
の
跡
を
平

時
子
が
継
い
だ
ほ
う
が
平
家
の
為
に

な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

山　

崎　

鈴
木　

君
江

畑
中
に
ギ
ン
ナ
ン
の
実
の
数あ

ま

た多
落

ち
拾
う
人
な
し
秋
光
眩
ゆ
く

短　
　

歌
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●
写
真
ク
ラ
ブ

▪
写
真
ク
ラ
ブ
写
真
展

　
　
～
テ
ー
マ
『
生
き
物
』
～

【
日
時
】12
月
11
日（
火
）～
16
日（
日
）         

　

       

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
11
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
16
日
は

午
後
３
時
ま
で
。

【
場
所
】
中
央
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ

　

大
竹
☎
４
６
・
３
０
４
４

　

石
岡
市
文
化
協
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　

  

内
山　

侑
一

　

今
年
も
、
早
い
も
の
で
残
す
と

こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

石
岡
市
文
化
協
会
も
、
行
事
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
第
45
回
石
岡
市
文
化

祭
」
を
、
盛
会
を
も
っ
て
無
事
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
団
体
の
自
主
活
動
も
、

そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
支
援
の
お
か
げ
と
、
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
当
協
会
に
ご
支
援
ご

協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

柴　

内　

羽
生　
　

俊

朝あ
さ
ひ
さ
と
や
ま

日
里
山
体
験
学
校
に
楽
音
の
響

き
人
多
し
秋
霖
の
中

山　

崎　

荒
井　

幸
子

パ
セ
リ
の
葉
に
幼
虫
数あ

ま

た多
黄
揚
羽

の
た
め
の
作
物
と
諦
ら
め
眺
む

東
成
井　

小
島　

せ
ん

な
ぐ
さ
み
に
蒔
き
た
る
白
菜
の
芽

吹
か
ず
に
大
根
だ
け
が
日
増
し
伸

び
ゆ
く

●
市
文
化
祭
短
歌
大
会
の
出
品
作
品

若　

松　

酒
匂
川
孝
治

た
わ
わ
な
る
柚
子
の
実
ゆ
ら
す
撥は

ね

釣つ

る

べ瓶
母
が
水
汲
む
ふ
る
さ
と
の
夢

東
石
岡　

田
村　
　

匡

長の

ど閑
け
さ
や
岸
辺
で
寛

く
つ
ろ

ぐ
群
千
鳥

戯
る
し
ぐ
さ
い
と
も
滑
稽

国　

府　

高
松　
　

忠

食
い
し
ば
り
奥
歯
の
凹
み
失
い
し

女
子
レ
ス
ラ
ー
今
金
メ
ダ
ル
噛
む

北
府
中　

友
部   

澄
子

朝
ま
だ
き
疲
れ
に
堪
え
て
草
を
抜

く
義
父
母
の
精み

た
ま霊

降
り
給
ふ
庭

石　

岡　

外
川
な
を
み

ひ
る
が
え
し
羽
根
翻
え
し
親
つ
ば

め
憩
う
間
も
な
き
子
育
て
の
日
々

東
光
台　

内
田
千
代
子

北
鮮
へ
雲
は
続
け
り
槿

む
く
げ

咲
き
拉
致

さ
れ
し
人
早
く
帰
れ
と
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市
制
施
行
50
周
年
記
念
誌

①
「
石
岡
の
50
年

　
　
　
　
　

と
き
の
鼓
動
」

　

市
で
は
、「
市
制
施
行
50
周
年
記
念
誌
」
と
「
広
報
や
さ

と（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
Ｃ
Ｄ 

─ 

Ｒ
Ｏ
Ｍ
）」「
石
岡
市
史
」「
八
郷
町
史
」

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

⑴
昭
和
編　

  

１
枚 

１
０
０
０
円

　
（
昭
和
30
年
７
月
号
〜
63
年
12
月
号
）

⑵
平
成
編
・
補
追
版

　
　
　
　

２
枚
１
組 

１
０
０
０
円

　
（
平
成
元
年
１
月
号
〜
17
年
９
月
号
）

・
Ｂ
５
版　

３
０
０
０
円

・
平
成
16
年
３
月
発
行

第
１
章 

（
終
戦
〜
昭
和
29
年
）　　

　
　

戦
後
の
石
岡
地
方
、
合
併
前
夜

第
２
章　
（
昭
和
29
年
〜
48
年
）

　
　

発
展
の
槌
音
が
響
く

第
３
章　
（
昭
和
49
年
〜
63
年
）　

　
　

名
々
の
暮
ら
し
脈
々

第
４
章　
（
平
成
元
年
〜
16
年
）　

　
　

未
来
の
鼓
動
が
聞
こ
え
る

　
　
　
　
　

と
き
の
鼓
動
」

　
　
　
　
　

と
き
の
鼓
動
」

 

Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
Ｃ
Ｄ 

─ 

Ｒ
Ｏ
Ｍ

② 

広
報
や
さ
と

　

 　

 

（
昭
和
編
・
平
成
編
）

販
売
し
て
い
ま
す 

③ 

石
岡
市
史

　
 

（
上
・
中
Ⅰ
・
中
Ⅱ
・
下
巻
）

④ 

八
郷
町
史

⑴
石
岡
市
史
（
上
巻
）
３
０
０
０
円

自
然
、
遺
跡
、
地
名
、
伝
説
、
寺
社

仏
閣
な
ど
の
解
説
お
よ
び
集
成

⑵
石
岡
市
史
（
中
巻
Ⅰ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
０
円

原
始
時
代
か
ら
近
世
ま
で
の
資
料

⑶
石
岡
市
史
（
中
巻
Ⅱ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
０
円

近
現
代
の
資
料
、
石
造
物
、
民
俗
の

集
成　

⑷
石
岡
市
史
（
下
巻
）
３
５
０
０
円

原
始
古
代
か
ら
近
現
代
ま
で
の
通
史

⑸
八
郷
町
史　
　
　
　

３
０
０
０
円

原
始
古
代
か
ら
近
現
代
ま
で
の
町
の

歩
み
の
集
成

　
◆
販
売
場
所
・
問
い
合
わ
せ

①
②
に
つ
い
て　

・
秘
書
広
聴
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

③
④
に
つ
い
て　

・
生
涯
学
習
課　

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
３
４
）

・
市
役
所 

総
合
窓
口
３
番
（
販
売
の
み
）

　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
４
）

歩
み
の
集
成

押野 亜
あ り す

梨寿ちゃん　右（３歳６か月）
　　 留

る い と

偉斗ちゃん　左（１歳２か月）
　　　　　　　　　　　　東田中
時々けんかもするけど、やっぱり
なかよしな姉弟です。
パパとママから　
元気で明るく育ってね。

　わが家のアイドル（小学生未満）           
を募集しています！お子さんの成
長の記念にいかがですか？掲載を
希望する人は、秘書広聴課へ連絡
ください。
　申し込み用紙は、市のホーム
ページ（申請書ダウンロード→「わ
が家のアイドル」掲載申請用紙）
からもダウンロードできます。

＊問い合わせ　
秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/

飯塚 蓮
れん

ちゃん　右（2歳 10 か月）
　　 蒼

あおい

ちゃん　左（８か月）
　　　　　　　　　　　　　田島
歌と踊りが大好きな仲良し兄弟で
す。おまつり大好きな石岡っ子！
パパとママから　
いつまでも仲良い兄弟でいてね。

ＨＰ


